
東京ブースレイアウトイメージ(案)

①　WTM
ブース面積：44㎡（※ただし、3㎡程度は除く）、4面開放を想定

共同出展：3～5社想定（TCVB含め最大6社程度）

※ 上記は44㎡を想定した場合のレイアウト。最終的なブース小間数及びレイアウト確定後、

東京ブースの仕様を調整することがある。

②　FITUR
ブース面積：45㎡　4面開放を想定

共同出展：3～5社想定（TCVB含め最大6社程度）

【必須ブース仕様】
・ストックスペース
　(施錠可能であることが望ましい）

・アトラクションスペース
・商談用テーブル、椅子

※ 本年度のブースレイアウトについては決定次第連絡する。

（上記は昨年度参考。本年度のブース面積は異なるので注意すること）

③　ITB
ブース面積：50㎡程度を予定

共同出展：3～5社想定（TCVB含め最大6社程度）

【必須ブース仕様】

・ストックスペース　(施錠可能であることが望ましい）

・アトラクションスペース
・商談用テーブル、椅子

※ 最終的なブース小間数及びレイアウト確定後、東京ブースの仕様を調整することがある。
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【必須ブース仕様】

・ストックスペース（施錠可能であることが望ましい）

・商談用テーブル、椅子

・カウンター

※東京2020大会及び開催都市東京の情報を発信するコーナー

（3㎡程度、ブースのいずれかの角コーナーへの設置を予定）を

設けるスペースは除いて設計をすること。
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